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開会 午前９時39分  

○委員長（山田喜弘君） 定足数に達しておりますので、ただいまから予算決算委員会を始め

ます。 

 発言される方は、挙手の上、マイクの点灯を確認してから発言をしてください。 

 それでは、まず私、委員長のほうから、今回の開催に当たりましてその経緯を御説明申し

上げます。 

 今回、令和２年９月定例会において、監査委員の審査意見書を付して市長より議会に提出

されました令和元年度可児市水道事業会計決算書におきまして誤りがありましたので、その

説明を求め、対応を協議するものであります。 

 今回の誤りについては、10月21日に開催されました議員勉強会において予算決算委員長で

ある私、山田から水道事業会計決算について説明することとなりました。議員の皆様に説明

するに当たり、改めて水道事業会計の決算書を精査したところ、消費税及び地方消費税にお

ける決算仕訳の誤りを発見、指摘し、その対応を求めていたものであります。 

 この誤りにより、雑支出が過大に計上されたことに伴い、当年度純利益及び当年度未処分

利益剰余金が本来の利益より過少になっていたものであります。 

 改めて、なお今後このような間違いがないよう、予算決算委員長として執行部に対して申

し添えます。 

 それでは、執行部の説明を求めます。 

○副市長（髙木伸二君） このたびは、大変申し訳ございませんでした。 

 失礼して着座にて説明をさせていただきます。 

 さきに開催されました令和２年９月議会におきまして御審議をいただきました認定第13号

 令和元年度可児市水道事業会計決算認定について及び議案第67号 令和元年度可児市水道

事業会計未処分利益剰余金の処分について、この２件につきまして内容に誤りがございまし

たので御報告をさせていただきます。 

 議案として提出し議決までいただきながら、このような誤りがあり、大変申し訳ございま

せんでした。 

 また、本日は急遽、予算決算委員会を開いていただき、このような報告の機会を設けてい

ただきましたことにお礼を申し上げます。 

 詳細につきましては、担当部署から説明をさせていただきます。 

○上下水道料金課長（須田和博君） それでは、令和元年度水道事業会計決算書及び令和元年

度水道事業会計未処分利益剰余金の処分の誤りについて説明いたします。 

 資料の１を御覧ください。 

 関連する議案につきましては、ただいま副市長が申し上げましたとおりの議案についての

ものでございます。 

 資料２、２枚目のＡ３の用紙のほうを御覧ください。 

 こちらは、決算書の５ページ、６ページの損益計算書ということになりますが、５ページ、
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左側の下のほうの営業外費用の雑支出が、決算では98万8,830円としておりましたが、正し

くは69万5,100円少ない29万3,730円となります。これに伴いまして、６ページ、右側のペー

ジの当年度純利益のほうが４億458万5,011円が69万5,100円多い４億528万111円となりまし

て、その下の当年度未処分利益剰余金も同じく４億528万111円となるものです。 

 この雑支出につきまして、次の資料３、もう一つ下のＡ３の用紙のほうになります。こち

らのほうを御覧ください。 

 こちらは、決算書の19ページ、20ページの消費税の概況になります。 

 20ページ、右側の表の欄外、注記にありますように、消費税及び地方消費税の算定上生じ

る調整分として雑支出中に計上しておりますが、消費税と雑支出との関係につきましては、

一番最初の資料１の中段からの対照表のように捉えることができます。 

 今回、決算書における消費税と雑支出の関係につきまして、先ほど山田委員長のほうから

も話がありましたように質問がありました。確認しましたところ、この資料１の①の対照表

のように、右側の合計と左側の合計に69万5,100円の差異があることが判明いたしました。

これは、消費税申告の事務処理と雑支出の計算については、それぞれ別建てで計算しており

ましたため、雑支出の算出については、②の対照表のように仮受消費税につきまして１億

8,657万4,780円とするところを１億8,587万9,680円と69万5,100円少ない金額で計上したた

めに、雑支出のほうが69万5,100円多い98万8,830円として計上してしまったことによるもの

でございます。 

 正しい対照表がこの下の③のほうの表のとおりになります。 

 このように消費税申告の事務処理と雑支出計算がそれぞれ別建てで行っていたがために、

対照表による確認を行っていなかったことや、公営企業会計システムの総勘定元帳及び残高

試算表において仮受消費税の貸借に69万5,100円の残額があることを見落としていたことが

原因と考えております。 

 今後につきましては、決算書及び総勘定元帳、または残高試算表におきまして貸借の整合

が必要な箇所の洗い出しを行い、またチェックリストの作成により確認、複数人によるチェ

ックを徹底していきたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

○総務部長（田上元一君） ただいま、水道部のほうから誤りについての内容の御説明をさせ

ていただきましたが、今回、認定、そして議決をいただいたということで、その後の決算の

誤りの修正方法についてでございますけれども、これにつきましては、国のほうから公営企

業会計の実務提要、いわゆる参考書のようなものが出ておりまして、誤りの内容が損益に関

する事項ということであれば、誤りの発見年度、すなわち今年度、令和２年度の決算におき

まして過年度損益修正として処理して差し支えないということで、実務上可能な処理として

示されております。 

 したがいまして、認定第13号で認定をいただきました令和元年度可児市水道事業会計決算

認定の決算内容及び議案第67号で議決をいただいた令和元年度可児市水道事業会計未処分利
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益剰余金の処分についての数値はそのままといたしまして、令和２年度の決算において今回

の差額に該当する69万5,100円を過年度損益修正益として計上することにより処理をしたい

というふうに考えております。 

 当然ながら、令和２年度の決算書類にはその旨、すなわち69万5,100円が令和元年度決算

により発生した修正益であるという旨を注記するということになろうというふうに考えてお

ります。以上でございます。 

○上下水道料金課長（須田和博君） 補足でございますが、例えばその処理につきましては、

今後速やかに69万5,100円を過年度損益修正益としまして会計処理のほうを行いたいと考え

ております。以上でございます。 

○委員長（山田喜弘君） 質疑のある方は挙手をして質疑をしてください。 

○委員（川上文浩君） ミスが出たということなんですけれども、議決事件として未処分利益

剰余金の処分はしていますが、今、総務部長がおっしゃられた過年度処理ということで、こ

れは結構かなと思うんですが、ここに原因として書いてある中で、入力を合わせることは、

市側で気づかなかったということなんですけど、これって手入力でやって、どこまで手入力

で、どこまで会計ソフトでチェックができて、どこで手入力で間違ったのかということが問

題なんですよね。監査委員事務局もこれを通しちゃったということになるわけですよね。 

 議会は、やはりこれだけ人数がいますけど、決算について計数をチェックする機能は、さ

すがにそれはあるんでしょうけれども、それはたしかダブルチェックできているはずなので、

基本的に考えないわけですね、電卓を持ってカチャカチャたたいて合っているかなんてこと

は我々議員がそこをやるのではなくて、本来、監査委員事務局であったり、提出する上下水

道料金課ということの、全て報告があってから審議しているので、さすがにそこには気づか

ないだろうと。よく本当に山田委員長は気づかれたなあというところなんですけれども、そ

この原因の部分をもう少し詳しく教えていただけませんでしょうか。 

○上下水道料金課長（須田和博君） 今、川上委員がおっしゃられたとおり、もともとその水

道事業会計についてはシステムの中である程度処理がされておるわけなんですが、特に消費

税関係につきましては、ちょっとそのシステムの中で処理ができない部分もありますので、

消費税関係については別建てで計算をしていると。当然そういったところで、別建てでやる

ときには、手入力で数字を入れるようなところがありまして、今回はその手入力で数字を入

れるところの入力をミスしたということになります。 

 ですので、先ほどもちょっと申し上げましたように、どうしてもそういう手入力のところ

についてのミスというのが特に原因として考えられますので、今後はそういった手入力のと

ころは特にチェックリスト等を作って、今回も単純なチェックミスということになりますの

で、そういったところを複数の人数とかチェックリストなんかを利用して、確実にミスのな

いようなことを今後はやっていきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員（川上文浩君） バランスシートなのにバランスが取れていないというのは非常なミス

なので、それはやはりしっかりやってほしいのと、監査委員事務局はどういう対応をされて
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見逃しちゃったんですか。 

○監査委員事務局長（鈴木賢司君） このたびは、水道事業会計における決算審査で数値誤り

を看過してしまい、その結果、御迷惑をおかけしますことを大変申し訳ありません。この場

をお借りしましておわび申し上げます。 

 今回のミスが生じた理由につきましては、決算附属資料20ページに注意記載されておりま

す消費税及び地方消費税調整分98万8,830円の確認について、上下水道料金課に対して別に

提出を求めております確認用根拠資料の一つである総勘定元帳の損益計算書営業外費用雑支

出の段の数値と照合し一致しているということを確認したことで、数値は正しく転記されて

いるというふうに判断し、19ページから20ページに記載されております仮受消費税欄の合計

欄、あと仮払消費税合計欄、あとは確定消費税額をもってしての差引き計算確認、検算です

けれども、それを漏らしてしまっておったというところが原因でございます。 

 ですので、よって、差引き検算さえしておれば防げるミスであったというところで、我々

の確認事務の甘さというところを反省しておるというところです。 

 さらに細かく言いますと、全体に決算書の掲載数値の確認としましては、先ほどの別に求

めている確認用根拠資料というところの称号確認を行っておりますけれども、さらに踏み込

んで、そもそも確認用根拠資料、総勘定元帳と、そういったところの数字自体が正しいかと

いったところまでの全部確認というのは、全ての仕訳の突き合わせをしなければならなくな

ってしまいまして、限られた時間の中では実務上困難という状況でございます。 

 よって、確認用根拠資料自体が正しいのかどうかという確認の範囲につきましては、不正

や誤謬ですね、間違った、誤ったということがあった場合に影響がすごく大きいというとこ

ろが一般的に考えられている換金性の高いもの、預金現金、あとは有価証券の残高とか、あ

とは貯蔵品の在庫数、それに総資産に占める割合が高い固定資産の計数、期中の増減額が正

しいかどうか、あと企業債の償還額、それと内部統制による委託や工事に係る契約行為の手

続、そういったところについては、少なくとも別資料で突合確認とか、あとは上下水道料金

課で現地に赴いての実査とか抽出試査によって確認をしておるというところでございますの

で、全てが全ての確認をするというのが理想形ではありますけれども、そこまでのところは

時間的にもちょっと行きつかないというところが現状でございます。以上です。 

○委員（川上文浩君） やはり監査委員事務局と監査委員の一番の出番はここですよね、企業

会計とかね。これを間違えました、はいでは、ちょっと本当に、これが一番の出番でしょう、

まずはこの企業会計が。一般会計やほかのは置いておいて、ここはしっかり貸借対照表を見

てもらってチェックするというのは基本の基本だとは思うんで、それを信じて我々は審議し

ていますからね、議会は。それは、本当に重く受け止めてもらったほうがいいと思います。

以上です。 

○監査委員（川合敏己君） 本当にこのたびは御迷惑をおかけしまして申し訳ないと思ってお

ります。本当に申し訳ございません。 

 今回、監査委員のほうで監査をするに当たりまして、やはりこの数値誤りというのは看過
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しておりました。この点が今に至っていると思っております。 

 ただ、このミスを糧にしっかりと今後、どのようなところでミスが起こりやすいのか、い

わゆる数値の間違いが起こりやすいのかということがしっかりと分かりましたので、この点

を肝に入れながら代表監査委員共々、事務局に対してもしっかりと注視していくように監査

を行ってまいりたいと思います。水道事業会計だけでなく、下水道事業会計も同様でござい

ますので、この点も含めてやってまいりたいと思います。 

 本当に申し訳ございませんでした。 

○委員長（山田喜弘君） ほかに質疑ありますか。 

○委員（酒井正司君） 前監査委員としても非常に残念なことだなと思います。 

 13年余り議員をさせてもらっていますが、議会の決議事項が間違っていたというのは初め

てじゃないかなと。予算書であったり決算書が間違っていたということは、議会の開会中で

修正されたりした経験はありますが、議決後に発覚したというのは私、初めての経験なので、

先ほど、経緯と処理の話は、上下水道料金課長のほうからお話しありましたが、これは議会

の決議事項なんですよね。しゃくし定規でいうと、これは本当から言えば、臨時議会を開い

てもう一回修正かけて決議しなきゃいかん事項なんですよ。会計処理だけの問題じゃないの

で、そこまで大げさにする気はありませんけれども、だから、それほど大きな問題だという

認識をまずもっていただきたいということ。 

 それで、副市長にお伺いしますが、さきの不祥事と今回の間違い、何かこの庁内の空気の

緩みを感じませんか。背景をどのようにお考えですか。 

○副市長（髙木伸二君） 同じところに根っこがあるのではないかという御指摘でございます

けれども、そこまでちょっと私のほうでも分析はし切れておりませんけれども、こういうこ

とが実際に起きてしまったということにつきましては弁解の余地もございませんので、今後

起きないように対応させていただきたいと思っていますけれども、やはり水道会計は現金が

動かないという部分もありますので、なかなか分かりづらかったという、これは弁解になっ

てしまいますけれども、そういう部分もありますけれども、とはいうものの、山田委員長は

見事に看破されたわけですから、それを我々が気づかなかったのは大変お恥ずかしい限りで

ございます。以上です。 

○委員（伊藤健二君） 機械的な問題について、ちょっと聞きます。 

 担当部局からは、今後の企業会計を適正に処理する上での対策として３点提起されました。

貸借の突合の話、２つ目はチェックリスト、特に漏れやすいところをきちっと把握しておく。

それは手抜きせずにきちっとチェックすると。そして３つ目に、それをさらに複数でダブル

チェック。人的要素によるミスというのはあり得るんで、この３つをきちっと対策を取って

適正化を進めたいという話でした。 

 監査委員事務局は監査委員事務局で、極めてリアルに具体的に、こことここを漏らしたの

で発見できなかったという話が聞けまして、なるほどということで理解できましたし、そこ

はフォローしてほしいんですが、監査をする上でも、私、個人的に見ていて職員が年々減ら
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されてきて、十分対応し切れるのかどうなのか、個人の技量の問題も別途ありますけれども、

少人数の縮小という問題は行政全体の問題で起きてきたわけですよね。そういう中で見切れ

ていないというところがありました。 

 総勘定元帳を全部チェックするなんていうのは無理だというのは、先ほど鈴木監査委員事

務局長から報告があったとおりだと思うんですが、全部じゃなくても、主要なポイントで今

の使っている機械類というか、そういう企業会計ソフトが対応し切れているのかな、もしく

は今後、まだ改善の課題があるんではないか。しかし、そこまで踏み込めないのは金の問題

で、予算がつきそうにないからというような話があるのかないのか、まずそういう課題があ

るかどうかについてどのように考えてみえますか。鈴木さん、お願いします。 

○監査委員事務局長（鈴木賢司君） 監査委員事務局自体が、上下水道料金課が使っているシ

ステムと連動させながら数値を確認しているというわけではございません。こちら側からこ

ういった資料を根拠資料として出してくださいというところで出していただいている資料が

あります。具体的には、ちょっと量のボリュームがありますので割愛する部分はありますけ

れども、出していただくものとしては、総勘定元帳の合計表、あと総勘定元帳自体のデータ、

それはＰＤＦでいただきます。あと固定資産の一覧表、あとは期中で固定資産を取得した場

合の取得リストと、あとは期中で除却等で減少させた減少の資産リスト、あと棚卸し結果表、

企業明細、企業債の明細書、あと内部留保資金の残高計算書、月次、年次の消費税計算書、

そういったものの資料を出させていただいて、その中で資料間の調整というのはできる限り

はしておると。照合確認はできる限りしておると。総勘定元帳を完全にうのみにしておった

んじゃないかと言われれば、確かにそのとおりというところでございますが、先ほど申した

みたいに、地方公共団体とかでよく事件などで不正とか粉飾決算といったものの温床になる、

先ほども言いましたけれども換金性の高いものとか、あとは資産に占める割合が固定資産の

場合だと非常に大きいものですから、それの漏らしがないかとか、増減がかなり入れ違って

いると、それはどういうことなのということで上下水道料金課には一応確認して、現場のシ

ステムを見ながら、全部は見られないので抽出になりますけれども、このリストを見せてよ

ということ、ちゃんと減価償却しているねと、そういったところの確認はしておるというと

ころの限界で、さすがに全ての資料を出してくださいといって確認しておるというところま

ではやはり限界があるかなというふうに思っています。 

 うちのほうの確認につきましても、チェックリストというものが正直あるわけではなく、

個々の担当職員がまず見て、担当職員の分かる範囲の中で突合確認をすると。その上で私が、

さらにそこで突合確認させていただくというダブルチェックは一応してはおります。 

 ただ、職員の中でもそういう仕組みを全て知っているという職員がいるわけではなく、た

またま今回、消費税と確定消費税の差引き額の計算がここに来るよということを知っておっ

たというのが、恥ずかしながら私だけしか知らなかったということなので、そういったとこ

ろでの、こことここが合うべきことなんだよというところの情報共有というか知識共有がさ

れていなかったというところもやっぱり反省するべきところだと思いますので、そのような
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こことここが合うんだよというところのチェックリストをうちのほうも作成させていただい

て、その上で確認をすると。 

 さらに、できることなら、時間の限り総勘定元帳の絶対的な信用ということで見るわけで

はなく、そういったところを信用することなく、できる限り全体的に資料に目を通させてい

ただいて、その上で数値の深掘り確認をやるというところまでしかちょっと申すことができ

ないかなということです。 

 職員は、当然ながら増員されればそれなりに深掘りの調査とか確認ということもできるで

しょうけど、やはり全体の職員のバランスもありますので、３名でできる限りのところまで

やるというところしかちょっと述べさせていただくことはできません。申し訳ありません。 

○委員長（山田喜弘君） ほかに質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

 それではお諮りしたいと思います。 

 酒井委員からも発言がありましたが、本来的には、議会としては再認定、再議決を令和元

年度するのが本来だと思いますけれども、今、総務部長からも公営企業法の御紹介がありま

したので、令和２年度分で直すということを御紹介いただきましたが、それについてお諮り

したいと思います。 

 この誤謬につきまして令和２年度決算の中で直すことでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、この誤りにつきましては、令和２年度分の水道事業会計の中で訂正するという

ことに決めました。 

 では、この件につきましてはこれで終了いたします。 

 では、12月議会におきまして予算決算委員会において重点事業の中間報告を行いますので、

また資料等をお渡ししますので質疑をしていただきますよう、よろしくお願いを申し上げま

す。 

 その他、議題とするべきことがあればお聞きいたします。 

〔挙手する者なし〕 

 ないようですので、これにて予算決算委員会を終了してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、これにて予算決算委員会を終了いたします。 

閉会 午前10時07分  



－１０－ 

 

  前記のとおり会議の次第を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

    令和２年11月12日 

 

 

       可児市予算決算委員会委員長 


